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東胡誓では前電1さに続いてjE味動力軌定（Å力鞠と出力

軸とが‡－jl乾しながらトルクを伝達している状態を測定）を
酎軋ヒし打ねじ甘動力計において、網棚潤を含む藤低速回
転速度領域においても使用でき、機器自体の極小化と鞋鼠

化も撃鋸こ図れ、同時に安価で簡単な摘盛の非倭触式ぉじ

り動力計について検討を行った。
2．非接触式ぉじり動力計の輯遡及び原理
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F蓋g．iに非接触式ねじり動力計のシステム図を示す。
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本ぬじり動力富子は伝達軸に作用するトルクによるねじれ
を、ばわによIj拡大し、そ乳をおムにより磯面変位差に変

える変換部と、フォトセンサからの変位f爵琴を処理する部
分にき）かれる。

ま・2カム形状
カムをま、8枚歯カムを用いたQ　ぎig．2にカムの形状とカム

線図を示す群　数大磯蔀変泣削ま18臓である。左のカムはエン
ドミルにより加工したもので、工具の半径分の放露ずを作っ

てある合　また、着のカムは、棲小なカムでも作成可能な方
法であるワイヤー放電加工で作成したものである。歯の太
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い媛の部分は、インポリュート曲線を採用してあり、痘凱廊

がセンサの測定軸と常に直角に当たるため検出精度が向上

する。い蓋、歯の総数p枚、盛大鶴面変位Ⅰー、斑転角αとし、
その中の主務藍】の歯について考えると、角度と場面変紋hの

関係式は次式のようになる。
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2－3　乳j定原理

入出力軸のカム片の相対的な泣澄閑孫をぎ主g．3に示す。擬

さま、回転数射で回転し、トルケrが昨月ヲして角変位差∂を生

じたときである。AÅ一線上での端繭変位叢‡ま、IIDである8
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ゑす点でカムの端繭変位の融定をしているフォトセンサの

之棋力線寓をy室g．舶こ示す。入力例書ま実線の泉、出力酢ま破線
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のhでホされている。AがBより大きい部分では∧とBの差はC

で表され、これが端面変位差hD〉0を愛している。叫一方、免よ

ijBが大きい部分で革ま、B－泉をDとすると、最大振幅IlはCとD

旨白i星「ぎ泉汽g量きα　　　　　の劾であるから、HかちDを引いた能がCと一致する。すなわ

ち、以下に示す①、②の垣合のように考えると、Cの値は常
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り , 式より角度差 をA a とすると
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